
330-A 地区第 3 回キャビネット会議「議事録」 

【2008 年 3 月 17 日（月）八王子京王プラザホテル】 
 
Ⅰ.開会 
   大内キャビネット幹事より税務申告の最終日という多忙の所、多数の出席をしてい

ただきましたと 2007～2008 年度 第３回キャビネット会議の開会宣言がなされた。 
 
Ⅱ.出席者の紹介、欠席者の報告 
   河島賢一副幹事より、地区役員、複合地区役員の紹介がおこなわれた。続いてキャ

ビネット構成員 98 名のうち、欠席者 6 名、出席構成員 92 名で、過半数の出席である

ので第 3 回キャビネット会議は成立したことが報告された。また、構成員以外の出席

者は 6 名でありました。 
Ⅲ.挨拶 

①地区ガバナー挨拶 
   飯田善彦ガバナーより、9 ヶ月間無事に運営出来たこと、並びにＣＳＦⅡにおいては

34 地区中 28 番目だったのを現在は 13 番目に伸びたこと、７月～1 月の単年度におい

てはベスト２になったため、会員増強においては 34 地区中ベスト１になった等の御礼

の言葉と、4 月４日の第１副会長会、4 月 15 日の障害者の為のコンサート、4 月 19 日

の第 54 回年次大会等の残り 3 ヶ月間の行事の報告を含めた挨拶があった。 
 
②前地区ガバナー・名誉顧問会議長挨拶 

   森山勇前地区ガバナーより、有終の美を飾って欲しいと挨拶がありました。 
 
 ③副地区ガバナー挨拶 
   石井征二副地区ガバナーより、4 月 19 日の第 54 回年次大会は、飯田ガバナーの集

大成として満開の桜を咲かせていただきたいと挨拶があった。 
 
Ⅳ.配布資料の説明 
   近藤正彦副幹事よりキャビネット会議の配布資料の説明がなされた。 
 
Ⅴ.議長の選出 
   第 3 回キャビネット会議の議長は、国際会則付則第 6 条、第 5 項（ａ）に地区ガバ

ナーが議長職務を行うと明記されていること及び複合地区会則弟 16条の規定の趣旨か

ら飯田ガバナーが議長に就任いたしました。 
（１） 



Ⅵ.議事録署名人の指名 
   議長より、議事録署名人に、第 8Ｒリジョン・チェアパーソンの久賀紳邇Ｌ、第 10

Ｒ第 2Ｚゾーン・チェアパーソンの諸見里清Ｌが指名された。 
 
Ⅶ.報告事項 
   一般事項については大内キャビネット幹事より、会計事項については太田キャビネ

ット会計より報告することが議長より報告された。 
   大内幹事から報告事項の前に本日は選挙の公示日であり明日より選挙運動が入る旨

報告があり、また、代議員名簿を、本日午後立候補者両者に渡したと報告があった。

議長から立候補者の紹介をしたらどうかと意見があったが一部で異論があり、出席者

で検討の結果、資料集を参考にしていただくということで紹介しないこととなった。 
 

1.330-Ａ地区全般に関する事項 
（1）ライオンズの現勢 資料集（1）の 1 ページ参照 
   本年度の国際会長の最重要方針は会員の増強であり 330-Ａ地区は現在 3 ケタの会員

増であり全日本全地区でＮｏ1 である。 
  会員増強委員長、各委員長及びメンバー各位のご協力に感謝いたしますと報告がなさ

れた。 
 
（2）各種行事に関する事項 資料集（1）2 ページ参照 

ア.本年度主要行事 
   

・キャビネット会議 
   第 4 回 2008 年 6 月 18 日（水）東京プリンスホテル 
      会議 15：00～ その後 懇親会 
   

・国際大会 
   第 91 回 2008 年 6 月 23～27 日 タイ バンコク 
   第 92 回 2009 年 7 月 6～10 日 ミソネタ州 ミネアポリス 
   第 93 回 2010 年 6 月 28～7 月 2 日 オーストラリア シドニー 
   第 94 回 2011 年 7 月 4～8 日  ワシントン州 シアトル 

 
・OSEAL フォーラム 

   第 47 回 2008 年 12 月 4～7 日  香港（303） 
   第 48 回 2009 年        タイ（ＭＤ310） 

（２） 



・年次大会  
   A 地区（第 54 回）2008 年 4 月 19 日（土） 東京プリンスホテル 

B 地区（第 54 回）2008 年 4 月 6 日（日）神奈川県民ホール 
   C 地区（第 54 回）2008 年 4 月 13 日（日）川越市民会館 
   複合地区（第 54 回）2008 年 5 月 11 日（日）横浜ロイヤルパークホテル 
  ・視力障害者の視力障害者による視力障害者のためのコンサート 

2008 年 4 月 15 日 日比谷公会堂 
・次期三役セミナー 

2008 年 6 月 3 日 
この中に掲載してないが 4 月 4 日に第一副会長及び次期幹事会を開催することの

報告があった。 
その趣旨は各クラブの奉仕活動の計画についての勉強会であると説明された。 

6 月 3 日に三役セミナーが実施されるが、その時期では各クラブにおいてすでに計

画や予算が出来てしまっていて新規事業が行えないだろうということで 4 月 4 日に

開催するのでありますと報告があった。 
 

イ.新クラブ結成 チャーターナイト 
資料集には間にあわなかったが、新クラブ結成について次の報告がなされた。 
東京フロンティアラインズクラブが 5 月 14 日に結成式が行われる。 

スポンサークラブは東京江戸川東ライオンズクラブであること。 
場所は小岩ニューオークラであること。チャーターナイトは未定となっていること。 

 
ウ.周年行事 資料集（1）３ページ参照 
掲載どおりであると報告があった。 
 

エ.その他 
4 月 4 日セミナーは先程説明をした。 
4 月 15 日のコンサートについては別項にて説明をする報告があった。 

 
（3）地区名誉顧問会に関する事項 

この期間 開催されていないと報告があった。 
（4）リジョン・チェアパーソン、ゾーン・チェアパーソン全般に関する事項 
  4月 4日の件、4月 15日の件等の準備の為に各チェアパーソン会議が開催されている。 
  4 月 15 日のチケットの販売視力障害者の招待等に尽力をいただいていると報告があっ

た。 
（３） 



 
（5）各委員会委員長会全般に関する事項 
    年度の終盤になって結論的な部分の報告いただいている。 
   後程説明をいただきますが、各委員会委員長のご協力に感謝します。 
 
（6）会計に関する事項 
  太田会計より下記の報告があった。 
  ア.2007 年 7 月 1 日今年度キャビネット発足より現在までの会計状況 

今期上半期の報告と承認については後程議事にて説明をする。 
  イ.ドルのレートについて 
   3 月のレート １ドル 107 円 

ウ.各種義援金、協力金、協賛金について 
   YE クエストの協賛金の件は資料集（2）34 ページに掲載している。 
 
（7）次期地区ガバナー及び副地区ガバナー選挙日程等 
  ア.立候補届は 3 月 6 日でありました。 
   次期地区ガバナー立候補者は 

石井征二 L（東京八王子陵東ライオンズクラブ）であります。 
   次期副地区ガバナー立候補者は 
    岡野忠生 L（東京日本橋ライオンズクラブ） 
    安 王鍚 L（東京王仁ライオンズクラブ） 
   の２名である。 

イ.公開討論会および立合演説会 
・4 月 2 日 立川グランドホテル 13：00～17：00 
・4 月 9 日 代々木オリンピック記念青少年総合センター 
カルチャー棟大ホール 13：00～17：00 

（東京プリンスホテル、プロビデンスに変更） 
・進行方法 
立候補者所信表明、応援弁士推薦演説、意見交換等 

ウ.投票 
2008 年 4 月 19 日 年次大会当日 

 
3 月 10 日に資格審査を行いまして三人共候補者として資格を備えている。3 月 17 日、

本日が選挙の公示日である。 
先程 13 時 30 分に各候補者に代議員名簿をお渡しした。 

（４） 



今後の日程は、公開討論会及び立会演説会は 
1 回目が 4 月 2 日立川グランドホテル 13：00～17：00 
2 回目は 4 月 9 日代々木オリンピック記念青少年総合センターとなっていたが、演説等が出

来ないという理由で変更になって東京プリンスホテルのプロビデンスになりました。 
進行方法は、各候補者の所信表明及び応援弁士推薦演説、意見交換等を行なう。公開討論

会の質問事項については事前に選挙管理委員長より連絡する。 
投票は 4 月 19 日の年次大会の当日に行なう。 
 
（8）330-A 地区第 54 回年次大会に関する事項 
ア.大会行事日程 
  日時は 2008 年 4 月 19 日（土）代議員会、大会式典、カクテルパーティー、晩餐会  
  場所は東京プリンスホテル。 
イ.準備会関係 

第一回年次大会全体会議 
2008 年 3 月 21 日 13：00～17：00 オリンピックセンター 
第二回年次大会全体会議 
2008 年 4 月 7 日 13：00～17：00 東京プリンスホテル ピロビデンス 

ウ.議事運営、各委員長会、各分科会別委員長、副委員長、顧問による勉強会 
  2008 年 3 月 31 日 13：00～17：00 京橋会館（現在名称変更でホテル銀座ラフィナー

ト） 
  議事運営構成表は資料（2）1 ページを参照していただきたい。 
  年次大会運営関係については資料集（2）3 ページを参照ください。 
エ.記念アクティビティについて 
  4 月 15 日 18：00～20：30 日比谷公会堂 
  資料等につきましては各クラブに送付済である。 
  各クラブに 10 枚以上のチケット購入及び障害者の参加を依頼している。 

 また、クラブ以外にリジョン・チェアパーソン、ゾーン・チェアパーソン各委員長

にもお願いしている。 
（9）330－Ａ地区第 54 回年次大会「ガバナーズ・アワード」に関する事項 
ア.ガバナーズ・アワード審査結果について 
イ.第 54 回年次大会で表彰：2008 年 4 月 19 日（土） 
ウ.330 複合地区第 54 回年次大会への申請クラブ 
2 月 25 日に関係各委員会に検討をしていただいた。 
その後リジョン・チェアパーソンに意見を頂きまして決定させていただいた。その結果は 
資料集（2）8 ページ以下に掲載のとおり。 

（５） 



ここで次期野崎委員長より発言があり、『今、説明がありました（7）の事項につきまし

て次期地区ガバナー・副地区ガバナー選挙日程は年次大会で行なうという事であります。

又、副地区ガバナーは石井征二Ｌである。次期副地区ガバナー立候補者は 2 名であります。

2 名の方が立会演説会をするという事は飯田ガバナーの基本方針の 10 番にうたっておりま

す「選挙制度の改革、期間の短縮、選挙管理委員会の公平性の確保、立候補者の負担によ

る東京方面新宿方面の 2 ケ所にて立会演説会の実施、公正な選挙管理委員会の司会進行に

よる立候補者の討論会の実施、登録、投票方法の見直し、厳格な登録制度の管理、代議員

票不所持の場合の制度の整備、投票及び全員の前でのリジョンごとの投票、歴代ガバナー

の選挙協力を妨げない、立会人を 3 名とする」 
以上の様に飯田ガバナーの基本方針にのっております。 

従って、公約通りに 2 ヶ所でやるのは結構なことだと思います。資格のある者が代議員選

挙に投票権のある者がその選挙の公約の内容をお聞きになるというものですから 2 名の立

候補者の立会演説会は 2 ヶ所でやるのは良いと思うが、なぜ副地区ガバナーの石井征二Ｌ

がのっているか？ガバナーエレクトとして年次大会の決議が必要であります。従って年次

大会の決議の場所で方法等によって検討するのはわかるが立会演説会というのは立候補者

の為の演説会であります。副地区ガバナーは現在一人であります。昨年は無投票で決定さ

れたのが石井副地区ガバナーであります。しかしエレクトとして承認を得なければなりま

せん。その方法については過去ボイスボードで決定しています。したがって石井副地区ガ

バナーが立会演説をするのはおかしいのでないか？と質問が出された。 
 
大内幹事 
「立候補者は一人でありますが、国際会則では一応選挙という事になっております。立会

演説会ということではなく当然公開討論会には同席していただきません。ただ、代議員が

昨年と変わっております。石井征二Ｌ副地区ガバナーの為にも何分でも結構ですから、所

信表明だけはしていただきます。」と答えがあった。 
野崎委員長から「公開討論会という言葉を改めていただきたい。年次大会 1 回で良いの

ではないか、代議員が集まるか定かではない。」との意見があった。 
これにつき議長から「候補者の為の選挙でなくクラブメンバーの為の選挙と認識している。 
開かれた選挙を目差しているので、今回代議員のみならず一般のメンバーも演説を聞い

て頂きたい。候補者がどう考えライオンズクラブをどういう方向に進めていくのかをわか

ってもらいたいその為の立会演説会であると考えています。」との説明があった。 
 
後藤選挙管理委員長 
 「全メンバーに各候補者の考えを聞いてもらうことは必要だと思う、また、この件に関

してはガバナーに一任しました。」との説明があった。 
（6） 



その外、下記の質疑応答があった 
 
野崎委員長 
 「候補者 2 名については演説会は良いといっているが副地区ガバナーについては必要が

無いと言っている」 
 
後藤選挙管理委員長 
 「ガバナーの専権事項であると判断しガバナーに一任しました」 
 
曽根原委員長  
 「副地区ガバナーについては、立会演説会という名目でなく意思表明という文言で良い

のではないか。」 
 
大内幹事 
 「先程、所信表明で良いとご説明致しました。」 
 
議長より 
 「方法論につきましては一任していただきたいと思います。この日程で進めて頂きたい

と思います。」という結論になりました。 
 
（10）その他 

なし 
 

2.330 複合地区全般に関する事項 
（1）日本ライオンズ連絡事務所の移転とライオンズ記念碑について 
   資料集（1）29 ページ参照 

現在パレスホテルにあるが、改築予定になっていて移転先を現在検討中である。記念

碑については、東京ライオンズクラブの池崎Ｌがホテルと交渉中である。なお、日本

ライオンズ連絡事務所の業務というのは 8 複合地区の連絡会議を開くのが主な仕事で

あるが、国際会費、地区費の請求をしている。 
業務内容等が明確でないので、この事務所を見直すという意見が現在でている。との

説明があった。 
（2）役員必携の改訂方向について 
 資料集（1）10 ページを参照 

 
（7） 



5.（4）と関係しているが月例会員報告の締切日の変更があり、ＷＭＭＲでは当月末、紙

面では当月 20 日になった 
次期クラブ役員名報告書の提出の締切日は 5 月 15 日（木）になった。 

様式については役員必携の 162 ページに記載してある。 
月例/年次アクティビティ報告書についても 72 ページに記載してある。 
以上伝達をお願い致します。 

役員必携の改定の方向について記載してある。ステイタスクォーについては資料集（1）
の 13 ページに記載してある。ステイタスクォーとは、ライオンズクラブのチャーター、

権利、特典、義務の一時的な停止処分である。ステイタスクォーには一般的なものと非

常時のものの 2 種類がある。 
 
（3）その他 
チーム 20Ｋコーディネーター菅原元ガバナーから下記のとおり、説明と報告があった。 
会員増強委員長はじめ会員の皆様のおかげで 330-Ａは 3 桁の増強がなされています。し

かしながら従来は 6 月になると減少いたしますのでチーム 2ＯＫ、2.2％をクリア出来ま

す様にお願いします。 
6 月 23 日の国際大会に参加の呼びかけが再度あった。斉藤大会参加委員長をはじめ委員

の方々の努力により代議員登録のお願いもあった。各クラブよりキャビネットに提出し

てからまとめて国際協会に 5 月 1 日までに提出をします。 
 

4.ライオン誌日本語版事務所に関する事項 
（1）ライオン誌創刊 50 周年記念の会 

2008 年 3 月 3 日 憲政記念会館 
50 周年の会は盛大に行なわれたと報告があった。  

（2）その他 
  特にない 

 
5.国際協会に関する事項   資料集（1）の 16 ページ以降に添付されています。 
 （1）第 91 回バンコク国際大会関係 

タイ バンコクにて 2008 年 6 月 23 日～6 月 27 日に開催される。 
 
（2）国際理事会関係 

特にない 
 
 

（8） 



（3）ＣＳＦⅡ地区別拠出金累計等について 
コーディネーターの山浦元ガバナーから下記のとおり説明があった。「２月末現在で全

国 34 地区１３番目である。目標に対して 93％であり 204 クラブ中８６クラブがすで

にクリアされている。最終的には 60％以上がクリアしていただけると思っている。３

年間で 650 名の方がＭＪＦに協力を頂いている。また、クリアしたリジョンは 4Ｒ、ゾ

ーンでは 8 名のゾーンチェアパーソンの方がクリアされている」 
 
（4）国際本部へのクラブ報告書について 
①月例会員報告の締め切り日変更について 
ＷＭＭＲでは当月末、紙面では当月 20 日 

 ②時期クラブ役員名報告書（ＰＵ－101 書式）の提出 
  締め切り日：5 月 15 日（木） 
 ③月例/年次アクティビティ報告書（Ａ－１書式）の提出 
 
（5）その他 
資料集（1）5 ページ 
国際会長アワードについて増加依頼を国際理事から提出をしている。 
 

一時休憩 
 
Ⅷ.議事 

1.協議会事項（ガバナー提出案件） 
（1）一般事項  
① 2007～2008 年度 330－Ａ地区上半期会計報告の承認 

太田会計より説明の後承認可決 
②1 月 22 日賀詞交歓会収支報告の承認 
 太田会計より説明の後承認可決 

（2）330-Ａ地区第 54 回年次大会関係 
①大会運営組織資料集（2）－1 ページ以降のとおり 
②登録状況資料集（2）－30 ページのとおり 
② 分科会別代議員数資料集（2）－30 ページのとおり 
「各代議員の希望によっての各分科会の内訳である。経理分科会が 58 名と少ない為経理

分科会は大事な案件があるので各分科会が平均する様にこの件はガバナーに一任させて

いただきたい旨説明された。 
賛成多数により承認された。 
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④提出案件補正予算について 
太田会計より説明がなされた。 
追加資料４ページ参照 

 
賛成多数により承認された。 

 
まず追加資料集 3 ページの経理・会計関係案件ですが先程承認いただきました 
1、2007 年～2008 年度の上半期会計報告、まず第３回キャビネット会議で承認をいただき

第 54 回年次大会で決定する。改めて承認をいただきたい。 
 

賛成多数で承認された。 
 

2.2006 年～2007 年度の会計報告の項目は過去に承認されておりますので年次大会で計り

ます。 
3.地区費の家族会費の軽減の項目も臨時キャビネット会議で承認されていますので年次大

会で計ります。 
4.～8 は副地区ガバナーの提出案件である。 
全て年次大会で決議することとする。 
地区費について石井副地区ガバナーから説明があった。 
 

賛成多数で承認された。 
 
⑤各分科会議案等については、キャビネット会議で決議するものと年次大会で決議するも

のとある。 
そこで、次の各位からの提出案件の中で審議をすることとする。 
この後、野崎政策・会則・長期計画委員長から、下記について質問があり、 
1 については、幹事、会計から、開示の方法を検討したとの回答がなされ、 
2 については、ガバナーから、スポンサー捜しも含めて、３社に見積りをさせて決定したと

の回答がなされた。 
記 

1.入札については、結果のみでなく、経緯も掲載すべきである。 
2.会員名簿について、入札をしなかったとの説明を求める。 
 
（3）330 複合地区関係 
  特になし。 

（10） 



（4）全日本レベル関係 
  特になし。 
 
（5）ライオン誌日本語版事務所関係 
  特になし。 
 
（6）国際協会関係 
  特になし。 
 
2.各位よりの提出案件および報告事項 
 
（1） 政策、会則、長期計画委員会委員長 
 
下記５案件が提案された。 
 
案件 1 中間法人 330－Ａ地区支援会の預託金返還請求の処理について 
案件２ ガバナー諮問委員会の開催方法と諮問委員会構成員について 
案件３ 第２回キャビネット会議で継続審議となった「330－Ａ地区 愛の泉緊急災害援助

資金規則の改正について」の案件は、上記 1 の提案のごとく、330－Ａ地区支援会

に対する資金預託の問題が発生したので、同規則改正をする。 
案件４ 中間法人 330－Ａ地区支援会の民主的運営について 
案件５ 次期政策会則長期計画委員会において、次期リジョン・チェアパーソン及び、次

期ゾーン・チェアパーソンに対するライオンズ必携に基づく指導のための会合を

開催すること。  
 
上記５案件について、下記のとおり、賛成多数で承認された。 
 

案件 1 は、年次大会の提出案件にして決議をとる。 
案件 2 は、決定ずみ事項とする。 
案件 3 は、年次大会の提出案件として決議をとる。 
案件 4 は、ガバナー名で要望として支援会に提出する。 
案件 5 は、報告事項とする。 
 
（2）社会福祉委員長 
木島委員長に代わり、赤尾委員から報告書 13 ページに基づいて報告された。 
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（3）指導力育成委員長  
報告書９ページに基づき報告された。 

（4）ＬＣ1Ｆ・ＣＳＦⅡ特別委員長 
 
1.ＣＳＦⅡチャリティ観劇会の収支報告については賛成多数で承認された。そのあまりは報

告書 10 ページにより報告された。 
2.神宮ライオンズクラブのラオス共和国に、学校建設の奉仕活動につき、ＬＣＩＦ援助交付

金２万ドルを申請する件 
 

賛成多数で承認された。 
 

（5）ＰＲ情報委員長  
 報告書 11 ページに基づき報告された。 
（6）ＩＴ委員長 
 報告書 12 ページに基づき報告された。 
  
（7）ライオンズカード推進委員長 
 1.2004 年～2005 年度の決議案件不動産取得預託金返済原資について 
 今期のキャビネット事務局取得に対する、支援預託金の返済原資として積み立てるを

取り消す。 
2.還元金は全て各クラブに配分還元する。 

賛成多数で承認可決。年次大会の決議事項とする。 
 

賛成多数により承認可決された。 
 
（8）エクステンション・リテンション委員長  
報告書 15 ページ以下により報告された。 
 
（9）環境保全委員長 
提出案件 

1. 下記引継ぎ事項三点につき承認可決された。 
      記 

1. 環境保全委員会の常設 
2. 環境保全委員会委員の一部留任 
3.「330－Ａ地区環境問題プログラム」の継続 
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（9）薬物乱用防止委員長 
報告書の 20～21 ページにより報告された。 
 
（10）献血エイズ委員長  
報告書の 22 ページにより報告された。  
 
（11）献眼、献腎、骨髄移植推進委員長 
報告書 23～26 ページにより報告された。 
 
（12）大会参加委員長 
第 91 回国際大会につき、報告書 28 ページにより報告された。 
 
（13）国際協調委員長 
 報告書 29 ページにより報告とお願いがなされた。 
 
（14）クエスト青少年育成レオ委員長 
 報告書 30 ページにより報告された。 
 
（15）女性参加・家族会員増強委員長 
 報告書 31 ページ～32 ページにより報告された。 
 
（16）中間法人連携委員長 
 
案件 
 一般会計（2006～2007 年度）の貸借対照表・財産目録の欄に「出資金 3,000,000 円」と

の記載が 2 ヶ所ある。これは誤記であるから 2007～2008 年度（今年度）以降からは、正

しく「貸付金 3,000,000 円」と表記する。承認決議され、かつ、年次大会議案とすることも

承認決議された。 
 

（17）事後処理特別委員長 
案件 1.奉仕活動が次年度以降にまたがるものについては次年度前の年次大会の決議を必要

とする。次期に事後管理委員会（仮称）を設営しキャビネットが資金の管理をす

る。年次大会案件とする。 
案件 2.義援金、協賛金についての内規を年次大会において決議する。 
以上２案件承認決議された。 
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その他報告書３４ページ以下で報告された。 
 
（18）緊急対策委員長 
 報告書 37 ページにより報告された。 
  
ガバナー提出案件（追加 1） 
資料集（2）の 7 ページ記載の 3 つのスローガンの内から年次大会で選定する件。 
 

 
賛成多数で承認された 

 
ガバナー提出案件（追加２） 
 決議案件がない分科会には、シンポジウムを策定し、または、講師を招く件 
 

ガバナー一任の決議がなされた。 
3. その他 

特にありません。 
 

Ⅸ. 今後のキャビネット会議予定 
 1.330－Ａ地区第４回キャビネット会議 

日 時：２００８年６月１８日（水）15：00～17：00 
場 所：東京プリンスホテル 
懇親会：17：30～19：00 
 

Ⅹ.閉会 
キャビネット会計太田会計より開会のご挨拶がありました。 

以上 
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